
                                 

日 教 振 第 ８ ７ 号 

令和７年９月１１日 

 日本語教育機関等設置代表者 殿 

                       一般財団法人日本語教育振興協会 

                        理事長  加 藤 早 苗                                

 

令和７年度生活指導担当者（初任）研修の実施について（ご案内） 

 

当協会の運営につきましては、日頃からご支援をいただき厚くお礼申し上げます。 

 当協会では、日本語教育機関における生活指導担当者の能力向上を図るため、平成 14年度

から標記の研修を実施しております。 

つきましては、今年度におきましても下記により実施しますので、貴日本語教育機関等の生

活指導担当者（事務職兼務者、教務兼務者を含む。）で参加希望者がいる場合は、令和７年

１０月３日（金）までに参加申込フォームからお申込みくださいますようお願いいたします。 

なお、令和８年１～２月頃に中堅の生活指導担当者を対象にした研修を実施予定です。 

 

記 

 

１ 日 時  令和７年１０月２４日（金）１０：００～１７：４５ 

                  

２ 会 場  国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 416室 

       東京都渋谷区代々木神園町 3-1 

 

３ 定員及び参加要件等 

  （１）定員 70名程度とします。推薦は、1校につき 2名までとします。 

  （２）参加者の要件：日本語教育機関又は大学等教育機関の現場において、実際に留学

生の生活指導に携わり、原則 3年以内の者。 

  

４ 参加費 

維持会員機関  ９，９００円（税込）／1 人当たり 

その他の教育機関 １９，８００円（税込）／1 人当たり 

   ※参加費は、事前振込とし、参加者の決定通知にてご請求いたします。 

 

５ 申込方法 

参加申込みフォーム<https://forms.gle/HVPvPMVk7E2EEoyJ9>からお申し込みください。 

※申し込み受付け後、3日以内（土日祝日除く）に、Eメールで「参加申込確認」を送信し

ます。メールが届かない場合は、受付されていない可能性がありますので、事業部宛て

ご連絡ください。 

 

６ 事前質問 

講演①～③に際し質問を希望する場合は、参加申込時フォームにご入力ください。

https://forms.gle/HVPvPMVk7E2EEoyJ9


７ 研修のねらい・日程 

  別紙のとおり 

 

８ 生活指導担当者研修専門委員 

  委員長  北川 淳子（九段日本文化研究所日本語学院 校長） 

  委員（氏名五十音順） 

       杉﨑 雄一（（学）石川学園 横浜デザイン学院 総合日本語科教務主任） 

       住田 伸夫（京都民際日本語学校 企画開発部部長） 

       曽根 さとみ（新宿平和日本語学校 企画広報担当） 

       田村 源基（さくら国際言語教育学院 代表理事） 

       中西 郁太郎（青山スクールオブジャパニーズ 校長） 

       松崎 聡（国際アート＆デザイン大学校日本語科 副校長） 

丸山 茂樹（（一財）日本語教育振興協会 理事） 

 

９ 参加者の決定等 

  参加者については、後日お知らせします。参加費のお支払方法についても、あわせてお

知らせします。 

 

10 受講証明書  

  全日程参加者にのみ、受講証明書を発行します。 

 

 

【お問い合わせ先】  事業部： 小野寺陽子・野田 

        TEL： ０３－６３８０－６５５７ FAX： ０３－６３８０－６５８７ 

        Eメール：nisshinkyo2@gmail.com URL：www.nisshinkyo.org 

nisshinkyo2@gmail.com
http://www.nisshinkyo.org/


(別 紙) 

 

令和 7 年度生活指導担当者（初任）研修のねらい 

 

 

昨年 10 月、「日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関

する法律」に基づき、日本語教育機関の認定がなされました。これから 2029 年までに日本語

教育機関は、新たな国の制度（日本語教育機関の認定）へ移行する大きな変革期にきております。 

（一財）日本語教育振興協会では、留学生受け入れ教育機関の生活指導担当者初任（一部教育

機関は、学生募集、入管申請、事務を兼務）を対象に、日頃の業務課題の解決及び生活指導担当

者としての知識向上、横の繋がりを作りより良い学校運営に繋げることを目的として本研修を

実施いたします。 

3 つの講義と 2 つのグループワークを通して、ここでしか得られない知識と情報、自身のネッ

トワークを構築し、今後の皆様の業務に活かして頂き、何かあった場合にも相談できる関係性を

作ることができる唯一の研修です。 

 

研 修 日 程 

開 催 日：令和７年１０月２４日（金） 

会  場：国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 416室 

時 間 研 修 内 容 

09:30～09:50 受付 

 

時 間 研 修 内 容 

10:00～10:15（1５） 開会挨拶 日本語教育振興協会理事長 加藤 早苗 

趣旨説明 委員長 北川 淳子     

10:15～11:00（45） 講義①「認定日本語教育機関として必要な生活指導と最近の在籍管理に

ついて/現場からのQ&A」 （仮） 

講師：出入国在留管理庁担当官 

11：00～11：45（45） 講義②「留学生が巻き込まれている犯罪や事件について/学校ができる

こと」 （仮） 

講師：警視庁担当官 

11:45～13:30（105） 

 

グループワーク①「自己紹介、失敗から学び業務課題を共有しよう」 

昼食は、本セッション内でグループごとに移動・食事を摂ってください。 

★昼食会場：センター棟 2階 レストランふじ 

★昼食代は参加費に含まれます。 

13:30～14:00（30） 

 

講義③「生活指導の歴史的変化と求められる担当者像とは」 

 講師：日本語教育振興協会 理事 丸山茂樹 

14:00～15:35（95） グループワーク②「ケーススタディ、留学生と学校を守るために」  

15:35～16:35（60） 各グループの発表・意見交換 

16:35～17:30（55） ネットワーキング  

テーマごとに分かれて参加者間の情報交換・交流 

17:30～17:４5（15） 

（465） 

アンケート回答、受講証明書授与 

閉会挨拶  日本語教育振興協会専務理事 高山泰 

○休憩は随時グループワークの時にお取りください。 

〇終了後、原状回復にご協力ください。 

○日程は変更になる場合があります。 


